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等
々
力
渓
谷 

不
動
の
滝

　

多
摩
川
の
下
流
の
左
岸

は
台
地
と
な
っ
て
い
て
、

多
摩
川
よ
り
20
ｍ
位
高
い
。

南
西
に
流
れ
る
矢
沢
川
が
、

そ
の
台
地
を
深
く
削
っ
て

で
き
た
の
が
等
々
力
渓
谷
。

台
地
の
地
層
の
隙
間
か
ら

清
水
が
湧
き
出
し
、
滝
と

な
っ
て
矢
沢
川
に
落
ち
る
。

　

台
地
に
「
等
々
力
不
動

尊
」
が
あ
り
、
そ
の
す
ぐ

下
に
あ
る
の
が
こ
の
「
不

動
の
滝
」。
こ
の
滝
に
打
た

れ
て
修
行
す
る
人
が
今
日

で
も
訪
れ
る
と
い
う
。
こ

の
音
が
渓
谷
に
「
轟
い
た
」

こ
と
か
ら
「
等
々
力
」
の

地
名
が
つ
い
た
そ
う
だ
。

　

渓
谷
は
緑
に
包
ま
れ
、

昼
で
も
ほ
の
暗
い
。
都
会

の
喧
噪
は
聞
こ
え
ず
、
矢

沢
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
心
地

よ
い
。
一
瞬
「
こ
こ
が
東

京
？
環
八
の
下
を
流
れ
る

川
？
ど
こ
か
郊
外
に
来
た

の
で
は
無
い
か
？
」
と
錯

覚
す
る
。

　

渓
谷
の
緑
を
求
め
て
、

訪
れ
る
人
は
、
ウ
ィ
ー
ク

デ
ィ
で
も
絶
え
間
な
い
。

東
京
都
世
田
谷
区

と 

ど 

ろ 

き

原発の放射性物質拡散予測、横須賀でも必要

放
射
性
物
質
拡
散
予
測

　

原
子
力
規
制
委
員
会
は

24
日
、
原
発
事
故
に
よ
る

放
射
性
物
質
の
拡
散
予
測

を
発
表
。そ
れ
に
よ
る
と
、

原
発
か
ら
三
十
キ
ロ
を
超

え
た
地
域
で
も
避
難
が
必

要
。柏
崎
刈
羽
原
発
で
は
、

四
十
キ
ロ
離
れ
た
魚
沼
市

で
も
避
難
が
必
要
。

避
難
計
画

　

周
辺
自
治
体
は
、
こ
れ

に
基
づ
き
避
難
計
画
を
立

て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
そ
も
そ
も
、
避
難
計

画
は
原
発
側
で
用
意
す
べ

き
で
は
無
い
か
？
「
そ
ん

な
こ
と
を
し
た
ら
原
発

の
採
算
が
と
れ
な
い
？
」

だ
っ
た
ら
、
元
々
原
発
は

使
え
な
い
物
と
云
う
事
。

横
須
賀
の
原
子
炉

　

と
こ
ろ
で
、
原
子
力
規

制
委
員
会
は
何
も
言
わ
な

い
が
、
福
島
第
一
原
発
一

号
機
と
ほ
ぼ
同
じ
出
力
の

原
発
が
、横
須
賀
に
あ
る
。

原
子
力
空
母
ジ
ョ
ー
ジ
ワ

シ
ン
ト
ン
だ
。
軍
用
原
子

炉
で
は
高
濃
縮
ウ
ラ
ン
を

使
う
の
で
、
危
険
度
も
高

い
。
放
射
性
物
質
拡
散
予

測
が
必
要
だ
。

　

上
の
図
は
ジ
ョ
ー
ジ
ワ

シ
ン
ト
ン
を
中
心
と
し
た

半
径
十
キ
ロ
毎
の
円
。
横

浜
市
は
三
十
キ
ロ
圏
内
。

そ
の
人
口
は
三
六
九
万

人
。
一
体
ど
こ
へ
避
難
で

き
る
の
か
？

　

ジ
ョ
ー
ジ
ワ
シ
ン
ト
ン

は
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て
も

ら
う
べ
き
で
は
？

　

皆
さ
ん
は
ど
う
思
わ
れ

ま
す
か
？


